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巻 頭 言
ヘ リウムー 滴 、 血 の一 滴
昭 和 は 遠 くな りに け り
穴 礪・ 粕 三
液体ヘ リウムの理論で卒業研究を終えた(1952)と私が告 白すると、今称の対応ではウッソーと言わ
れそ うだ。が、紛れもない事実。直接の指導教官 は松原武生先生(当 時は理学部永宮研の助教授)だ っ
た。その頃の 日本には、液体 ヘ リウムな ど一滴 もな く、超流動、第二音波の話 など、謂 わばmystic
zoneの物語だった。卒業後は大阪市大に採用 していただき、不器用 さを顧みず実験物理 に挑戦する。
程な く東北大金研に コリンズのヘ リウム液化機が導入 され、物理学会時の施設見学や低温 シンポジウム
が参加者の血を沸かせた。1959年、フルブライ ト交換番組で渡米させてもらった時の行先が、先般G7
で賑わ ったライス大学。 ここにはC.F.スクゥイアーとい う人の率い る低温物理 の実験所があ り、東北
大 と同じ型の コリソズ機 が稼働 していた。生れては じめての液体 ヘ リウム使用、ガラス魔法びんに移 し
た12足 らずの液体ヘ リウムが、NMR実 験 を24h近く支えるのは驚 きだ った。やがて帰国 して阪大川
村研 へ移籍(1962)。東北大 から伊達 さんが移 ってお られ、ヘ リウム液化機 も、台風の被害 から漸 く立
直った中之島地区でフル回転 していた。新米の私 にも一回12弱 のヘ リウムは汲 ませて貰 えた。 この時
分、液化室 の浅井攻 さんには本 当にお世話 になった。(この浅井 さんには、後程 、教養部地 区ヘヘ リウ
ム回収管を引いたとき、道の側溝を利用す るとい う奇想天外なアイデアを授 かった。)私たちが取組ん
だ半導体中のサイクロ トロソ共鳴の実験では、試料に光を照射す ることもあって、ヘ リウムの持続時間
は10h程度を出なかった。それでも最後の一滴を使い果たす頃には、終電車 もな く、床にゴロ寝か、そ
れがいやなら長距離 タクシー。豊 中学舎へ移転 してか らは、マイカーで学生 さんを自宅か下宿まで配達
し、そのあ と翌朝(と いうより当日)の 講義の準備を した。 とにか くヘ リウムー滴、血の一滴が当時の
私 たちの合言葉だった。そ して この頃、私 たち全員が、楽 しい夢のある実験に酔 っていた。
最近 、学生 さん達はヘ リウムをまるで湯水の如 くに使 う。正確 には使わ されている。超伝導マ グネ ッ
トの普及がこの傾向に拍車を均・け、私たちの研究室でも御多分に もれず大量消費の片棒をかついでいる。
これ も時代の流れで、それな りに意義 はある。研究成果の質 も上 る一方だ。 しかし、全般的に、勿体な
いとい う気持が薄 らいでいるようだ。現在のようなヘ リウムの消費が、 この先何時 まで続 けられ るかと、
ふと気になることがある。液体ヘ リウムを用いた物性実験 の記録 が、古文書の中で しか見つか らないと
い う時代が、存外間近 に迫 っているか も知れないな どと思 うのはい ささか被害妄想 じみたセソチメソタ
リズムなのだろ うか。
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